
生
駒
市
議
会
（
第
４
回
）
定

例
会
は
、
９
月
15
日
か
ら
10
月

８
日
ま
で
24
日
間
を
会
期
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
本
市
の
教
育

環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
教

育
委
員
会
委
員
の
定
数
を
４
か

ら
８
に
増
や
す
条
例
案
、
学
研

高
山
第
２
工
区
（
約
２
８
８
㌶
）

内
の
都
市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
）

所
有
地
の
鑑
定
料
２
６
３
５
万

円
、
生
駒
山
ほ
か
市
内
全
域
に

被
害
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
ナ
ラ

枯
れ
対
策
費
１
０
０
万
円
を
含

む
約
13
億
円
の
今
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
案
及
び
平
成
26
年

度
決
算
議
案
な
ど
が
可
決
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
公
明
党
を
代
表
し
、

成
田
と
も
き
が
提
出
し
た
意
見

書
案
『
地
方
創
生
に
係
る
新
型

交
付
金
な
ど
の
財
源
確
保
を
求

め
る
意
見
書
』
（
要
旨
別
掲
）

は
企
画
総
務
委
員
会
に
お
け
る

質
疑
を
経
て
、
最
終
本
会
議
に

お
い
て
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
成
田
が
所
属
す
る
市

民
福
祉
委
員
会
で
は
、
さ
る
６

月
１
日
に
開
院
し
た
生
駒
市
立

病
院
の
開
院
後
３
カ
月
間
の
運

営
状
況
に
つ
い
て
、
市
か
ら
報

告
が
あ
り
ま
し
た
（
裏
面
に
関

連
記
事
）
。

な
お
、
平
成
26
年
度
決
算
議

案
は
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

４
日
間
に
わ
た
る
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
実
質
収
支
と
し
て
一

般
会
計
で
19
億
円
超
、
特
別
会

計
で
２
億
円
超
の
黒
字
を
計
上

し
、
財
政
状
況
は
安
定
し
て
い

ま
す
。
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公
明
党
提
出
の
地
方
創
生
関
連
の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
採
択

「人口減少問題の克服」と「成長力の確

保」を実現するためには、地方創生総合戦

略の政策パッケージを強化し、「地方創生

の深化」に取り組むことが必要である。

全国の自治体が本年度実施する「地方版

総合戦略」の策定を推進し、それに基づく

「地域発」の取組を推進するため、来年度

創設される新型交付金など、今後５年間に

わたる継続的支援とその財源の確保のため

政府に対し、以下の事項を実現するよう強

く要請する。

①地方財政措置の「まち・ひと・しごと創

生事業費」、各府省の地方創生関連事業・

補助金及び新型交付金について必要な財

源を確保すること

②平成27年度創設の「まち・ひと・しごと

創生事業費（１兆円）」は恒久財源を確

保し５年間は継続すること

③平成28年度創設の新型交付金は26年度補

正予算の「地方創生先行型交付金」以上

の額を確保し、地方にとって使い勝手の

良いものとすること

④新型交付金事業に関し地元負担が生じる

場合は、適切な地方財政措置を講じ、意

欲ある自治体が参加できるよう配慮する

こと

地方創生に係る新型交付金などの
財源確保を求める意見書（要旨）

□
子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

内
「
み
っ
き
ラ
ン
ド
」
の
開

園
日
時
の
拡
大
を
推
進

子
育
て
中
の
親
子
が
好
き
な

時
に
集
ま
っ
て
遊
べ
、
悩
み
も

相
談
で
き
る
「
み
っ
き
ラ
ン
ド
」

（
セ
イ
セ
イ
ビ
ル
３
階
）
。

９
月
26
日
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
機
に
、
午
後
３
時

ま
で
の
開
園
時
間
を
４
時
ま
で

に
延
長
。
ま
た
、
以
前
は
利
用

で
き
な
か
っ
た
土
曜
日
も
開
園

し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
３
月

議
会
の
予
算
委
員
会
に
て
提
案

し
ま
し
た
。

□
今
夏
の
「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」

の
受
診
訓
練
実
施
を
推
進

平
成
26
年
９
月
議
会
の
企
画

総
務
委
員
会
に
て
提
案
し
ま
し

た
。

□
夜
間
・
休
日
の
市
役
所
開
庁

及
び
市
民
へ
の
広
報
の
徹
底

を
推
進

平
成
27
年
３
月
議
会
の
予
算

委
員
会
に

て
提
案
し

ま
し
た
。

成
田
と
も
き
が
推
進
！

み
な
さ
ま
か
ら
お
聴
か
せ

い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご

要
望
を
も
と
に
提
案
し
た

こ
と
が
実
現
し
ま
し
た
。

成田ともきニュース
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我
が
国
の
高
齢
者
人
口
は
増
加

の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

総
務
省
統
計
局
の
推
計
で
は
、
平
成

26
年
９
月
現
在
、
75
歳
以
上
の
高
齢

者
は
12
・
５
％
で
８
人
に
１
人
の
割

合
と
な
り
ま
し
た
。
20
年
後
、
平
成

47
年
に
は
５
人
に
１
人
が
75
歳
以
上

に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
厚
労
省
は
平
成
25
年
度
の

介
護
給
付
費
が
前
年
度
比
で
４
・
７

％
増
の
８
兆
５
１
２
１
億
円
と
な
り
、

過
去
最
高
を
更
新
し
た
と
発
表
し
ま

し
た
。
支
援
が
必
要
と
認
定
さ
れ
た

人
が
４
％
増
え
過
去
最
高
を
更
新
し

た
た
め
で
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り

給
付
費
は
今
後
も
増
加
し
続
け
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
維
持
の
た
め
に
は
介

護
給
付
費
及
び
医
療
費
の
抑
制
は
急

務
で
す
。
市
の
現
状
と
今
後
の
取
組

に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

答
現
在
は
前
期
高
齢
者
の
占

め
る
割
合
が
高
い
。
後
期
高

齢
者
に
多
数
移
行
す
る
10
年
後
か
ら

は
介
護
給
付
費
は
急
増
す
る
た
め
、

市
と
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
及
び
地
域
密
着
サ
ー
ビ
ス
の

整
備
に
取
り
組
む
。
但
し
、
今
後
の

保
険
料
の
上
昇
は
避
け
ら
れ
な
い
。

答
現
在
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
チ
ェ
ッ

ク
、
医
療
情
報
と
の
突
合
、

半
年
ご
と
の
給
付
費
の
通
知
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
対
す
る
研
修
の
強
化
な
ど

に
取
り
組
み
た
い
。

答
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知

の
発
送
、
重
複
・
頻
回
受
診
者
へ
の

訪
問
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

柔
道
整
復
施
術
の
レ
セ
プ
ト
点
検

に
つ
い
て
は
、
（
点
検
費
用
が
返
戻

額
よ
り
多
い
の
は
事
実
で
あ
る
が
）

療
養
費
は
減
少
し
て
お
り
、
点
検
の

効
果
は
認
め
ら
れ
る
。

答
地
域
活
性
化
等
に
資
す
る

機
会
で
あ
る
と
の
認
識
は
あ

る
。
課
題
も
多
い
が
、
国
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
が
開
始
さ
れ
た
。
高

齢
者
人
口
、
介
護
給
付
費
の
現
状
、

将
来
推
計
等
を
ふ
ま
え
今
後
の
事

業
の
見
通
し
は
。
今
期
、
県
下
12

市
中
最
低
額
と
な
っ
た
基
準
保
険

料
の
水
準
は
今
後
も
維
持
で
き
る

の
か
。

国
保
医
療
費
適
正
化
事
業

の
現
状
は
。
ま
た
、
柔
道
整

復
施
術
の
レ
セ
プ
ト
点
検
は
、
返

戻
額
よ
り
も
費
用
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
も
継
続
す
る
考

え
か
。

2015年（平成27年）秋 成田ともきニュース

持
続
可
能
な
社
会
保
障

制
度
の
確
立
に
向
け
て

成田ともきホームページはこちらから

成田ともき

自
由
自
在

「
平
和
安
全
法
制
」
が
成
立
し
た

◆
現
下
の
世
界
情
勢
を
冷
静
に
見
据

え
、
日
本
の
平
和
と
国
民
の
生
命
を

守
る
た
め
、
ま
た
、
日
本
が
国
際
平

和
の
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
貢
献
を

す
る
た
め
に
必
要
な
法
整
備
で
あ
り

未
然
に
戦
争
を
抑
止
す
る
効
果
が
あ

る
◆
こ
れ
か
ら
各
国
と
の
対
話
に
よ

る
平
和
外
交
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る

◆
公
明
党
は
早
速
、
韓
国
、
中
国
を

訪
問
し
、
山
口
代
表
が
両
国
首
脳
と

誠
実
に
会
談
を
行
っ
た
◆
公
明
党
は

常
に
有
言
実
行
で
あ
る
。

（
智
）

介
護
給
付
費
抑
制
策
と

し
て
、
適
正
化
事
業
の
充

実
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

現
状
と
方
針
は
。

成田ともきの議員・議会活動レポート

９
月
定
例
会

一
般
質
問(

要
旨)

市
立
病
院
の
運
営
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た

９
月
24
日
の
市
民
福

祉
委
員
会
に
お
い
て
、

市
立
病
院
開
院
後
３
カ

月
間
の
運
営
状
況
が
病

院
事
業
推
進
課
か
ら
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

▽
外
来
患
者
数
は
８
月

実
績
で
計
画
の
66
％
、

入
院
患
者
数
は
同
53
％

▽
ス
タ
ッ
フ
確
保
の
状

況
は
８
月
末
現
在
、
医

師
20
・
１
名
、
看
護
師

92
・
３
名
、
そ
の
他
29
・

２
名
で
医
師
が
計
画
比

約
３
名
不
足
だ
が
、
他

は
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
。

▽
そ
の
他

・
医
師
会
に
は
未
加
入

・
小
児
科
、
産
婦
人
科

等
の
輪
番
体
制
へ
の
本

年
度
下
半
期
か
ら
の
参

加
は
断
念
。
来
年
度
か

ら
の
参
加
を
目
指
す
。

・
３
カ
月
間
で
指
定
管

理
者
側
収
支
は
約
４
億

円
の
赤
字
（
計
画
比
約

３
億
円
超
の
赤
字
）
と

の
報
告
に
関
し
、
担
当

部
長
は
「
協
定
ど
お
り

将
来
に
わ
た
り
赤
字
補

て
ん
は
行
わ
な
い
」
と

明
言
し
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
す
る

地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て

決算審査特委では、10月

１日の市民福祉分科会にお

いて、オレオレ詐欺など特

殊詐欺被害防止策の強化を。

また、２日の環境文教分科

会では、学校のいじめ認知

件数及びその対応について

質問、年１回の開催に止ま

る「いじめ対策会議」の開

催数増などいじめ対策の充

実強化を要望いたしました。

生
駒
市
を
担
う
青
少
年
の

た
め
に
も
、
開
催
を
契
機

と
し
た
地
域
活
性
化
策
な
ど
を
検

討
、
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

いじめ対策強化ほかを要望


